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主な内容主な内容
●市財政公表…２～４　●拝見・おらほのまちづくり…５
●市政の窓（行政報告）…６～７ ●行政情報便（市からの
お知らせ）…８～10　●地域の話題・ニュース東西南北…
11　●えがおの交差点…12～13　●情報・いどばたプラザ
…14～16　●読者の声…18　●巧（木製建具工）…19

　11月７日夜から８日早朝にかけて、国の重要
無形民俗文化財『霜月神楽』が行われ、巫女や神
職が三十三の神事を披露。神楽中盤では、高岳
山舞や参之釜湯立式を舞った佐野央早さん(19)
の優美な姿が、訪れた観客を魅了しました。

厳かに舞う



【１】収入及び支出の概況（普通会計） 

　普通会計とは、個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲
が異なることから、自治体間の財政比較ができるようにす
るため、地方財政統計上で共通して用いられる会計区分で、
横手市では一般会計、土地区画整理事業特別会計、障害者
支援施設特別会計の３つの会計を合わせたものを普通会計
としています。　企業会計とは、市などが行う公営企業の会計のこと

で、水道、病院、ガス、電気など地方公営企業法の適
用を受ける公営企業のうち、横手市では病院事業（横
手病院と大森病院）と水道事業が対象となります。

資産の部

■病院事業
【貸借対照表】 （平成22年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

80億8,641万円
36億9,498万円

117億8,139万円

流 動 負 債
資 本 金
欠 損 金

合 計

2億5,820万円
114億6,206万円

6,113万円

117億8,139万円

費　　用
【損益計算書】 （平成22年４月１日から９月30日）

収　　　益
医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失

合 計

33億6,376万円
6,894万円
1万円

34億3,271万円

医 業 収 益
医業外収益
当期純損失

合 計

32億6,875万円
1億5,406万円

990万円

34億3,271万円

資産の部

■水道事業
【貸借対照表】 （平成22年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

214億6,293万円
26億3,748万円

241億   41万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金

合 計

1億3,105万円
162億1,463万円
77億5,473万円

241億   41万円

費　　用
【損益計算書】 （平成22年４月１日から９月30日）

収　　　益
営 業 費 用
営業外費用
当期純利益

合 計

5億7,402万円
1億7,340万円
1億1,925万円

8億6,667万円

営 業 収 益
営業外収益

合 計

8億2,851万円
3,816万円

8億6,667万円

【２】市税収入及び負担状況
　市税は、市民の皆さんや企業などから納めていただいた
税金であり、市の事業を行う上で欠くことの出来ない貴重
な財源となっています。
　なお、入湯税は、観光施設や消防施設の整備、観光振興
事業などにあてる財源となっています。

市民税
14億2,926万円
【33.6％】

固定資産税
22億8,598万円
【53.8％】

軽自動車税
2億2,319万円
【5.2％】

その他
19万円
【0.0％】

入湯税
4,398万円
【1.0％】

市たばこ税
2億7,050万円
【6.4％】

　合計
42億5,310万円

市民１人あたり＝4万2,087円
（101,054人／平成22年９月30日

住民基本台帳人口）

○市税
　42億5,310万円
○地方交付税
　150億4,050万円
○地方消費税交付金
　5億3,886万円
○分担金・負担金
　2億6,158万円
○使用料・手数料
　3億1,593万円
○国庫支出金
　16億6,383万円
○県支出金
　4億8,023万円
○諸収入
　4億9,104万円
○財産収入
　1億135万円
○繰越金
　22億1,945万円
○市債
　2,000万円
○その他（交付金等）
　4億4,247万円

○総務費
　22億2,016万円
○民生費
　47億2,607万円
○衛生費
　17億7,690万円
○労働費
　2億1,437万円
○農林水産業費
　14億2,428万円
○商工費
　10億8,879万円
○土木費
　16億2,087万円
○教育費
　28億4,935万円
○その他
　（議会費、消防費等）
　11億5,602万円
○公債費
　34億5,259万円
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【３】地方債及び一時借入金現在高
■地方債現在高（普通会計分）
　市の事業に必要な資金が不足した場合には、借り入れを
して不足分をまかなうことがあります。このうち、施設や
道路などの建設、災害復旧などにあてられ、年度を越えて
返済するものが地方債です。

地方債の名称
総 務 債
民 生 債
衛 生 費
農林水産業債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
そ の 他
合 計

　　　 地方債の現在高
46億1,526万円
14億9,990万円
41億1,440万円
51億3,385万円
126億4,505万円
9億2,374万円
53億  940万円
195億  682万円
537億4,842万円

その他…労働債・災害復旧債等

地方債残高
537億4,842万円

市民１人あたりの残高
　　＝53万1,878円

■一時借入金現在高
　一時借入金は、年度内に不足し
た現金を補うための借入金です。

借入限度額
借入現在高

80億円
-

これまで収まった額

258億2,834万円
　市税
　42億5,310万円

地方交付税
150億4,050万円

市の事業や
運営の経費
170億7,681万円

借入金の返済
34億5,259万円

その他
65億3,474万円

これまで使った額

205億2,940万円
(予算に対して35.9％)

(予算に対して45.2％)

予算額　571億8,426万円

【歳入】 【歳出】

収入済額 支出済額

　特別会計とは、特定の歳入歳出を普通会計と区別し
て処理するための会計です。特別会計の設置は、法令
や市の条例により定められています。

※１財産区特別会計…
　　横手町四町財産区特別会計・横手地域財産管理特別会計
　　前郷地区特別会計・西成瀬財産区特別会計
　　醍醐財産区特別会計・里見財産区特別会計
　　福地財産区特別会計・舘合財産区特別会計

（平成22年9月30日現在）

収入率
執行率

36.2%
42.7%

25.5%
5.2%

26.3%
25.6%

41.5%
43.6%

27.0%
41.0%

31.0%
39.0%

69.3%
35.8%

77.3%
43.0%

37.4%
39.9%

11.1%
35.4%

5.5%
24.2%

42.6%
34.6%

77.4%
31.3%

収入済額
支出済額

41億  872万円
48億4,961万円

84万円
17万円

2億4,342万円
2億3,632万円

34億9,142万円
36億7,237万円

2億8,736万円
4億3,541万円

1億6,935万円
2億1,360万円

1,630万円
842万円

5,769万円
3,206万円

2億9,819万円
3億1,803万円

3億4,139万円
10億9,094万円

4,116万円
1億8,067万円

3,459万円
2,808万円

1,487万円
601万円

予算額

113億4,460万円

329万円

9億2,398万円

84億2,076万円

10億6,327万円

5億4,706万円

2,351万円

7,463万円

7億9,723万円

30億8,585万円

7億4,784万円

8,118万円

1,922万円

会　計　別

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

特別養護老人ホーム
特別会計 

介護老人保健施設特別会計

介護サービス事業特別会計

指定通所介護事業特別会計

市営温泉施設特別会計 

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計

財産区特別会計 ※１

【５】特別会計の執行状況

【４】企業会計の執行状況

■平成22年度予算の執行状況 財政公表

　横手市『財政報告書』の作成および公表に関する

条例の規定により、平成22年９月30日時点における

平成22年度の予算執行状況をお知らせします。

■問合せ　市財務部財政課（　35-2167）

平成22年度
お知らせします

平成22年９月30日現在

予算の執行状況
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【１】平成21年度決算額（普通会計及び特別会計）

【２】収入及び支出の概況（普通会計）

■収入の状況
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■平成21年度決算報告 財政公表

　９月定例議会で認定された、平成21年度普通会計

および特別会計の決算を、横手市『財政報告書』の

作成および公表に関する条例の規定により、お知ら

せします。

○人件費
　101億5,855万円
○扶助費
　67億6,168万円
○公債費
　74億5,685万円
○建設事業費
　91億  333万円
○災害復旧事業費
　995万円
○物件費
　66億7,585万円
○補助費等
　37億7,732万円
○維持補修費
　3億2,164万円
○その他（繰出金等）
　88億6,740万円

支出合計（性質別歳出）
531億3,257万円

○市税
　86億2,612万円
○使用料・手数料
　10億1,314万円
○分担金・負担金
　3億8,064万円
○諸収入
　21億8,440万円
○財産収入
　1億6,425万円
○繰越金
　17億7,520万円
○寄附金
　3,441万円
○地方交付税
　206億2,427万円
○国庫支出金
　90億4,015万円
○県支出金
　38億1,772万円
○市債
　54億5,150万円
○地方消費税交付金
　9億5,032万円
○その他（交付金等）
　12億9,488万円

収入合計
553億5,700万円

■実質公債費比率（県内自治体から抜粋）
　実質公債費比率は、公債費負担（借金返済）の度合いを
測る指標で、18％を超えると地方債協議団体から地方債許
可団体に移行し、25％を超えると起債制限団体となり単独
事業の起債が一部認められなくなります。

　　                  大仙市………19.0％
秋田市………14.1％　　仙北市………20.4％
由利本荘市…20.3％　　湯沢市………17.2％

横手市……17.5％

【３】横手市の財政状況（指標）

■財政力指数 　　0.376
　財政力の強弱を判断する指数で、指数が１に近いほど財
政力が強いとされています。

■経常収支比率　88.0％
　財政構造の弾力性を判断する指数で、80％を超えると財
政構造が硬直化傾向にあるといわれています。

状況

市税
86億2,612万円
【15．6％】

地方交付税
206億2,427万円
【37.3％】

国庫支出金
90億4,015万円
【16.3％】

市債
54億5,150万円
【9.8％】

その他（交付金等）
22億4,520万円
【4.1％】

県支出金
38億1,772万円
【6.9％】

自主財源
【25.6％】

依存財源
【74.4％】

歳入総額
553億5,700万円

使用料・手数料等
55億5,204万円
【10.0％】

■支出の状況(性質別歳出)

【

政状況（指標）

状況況(性性質質別別歳出
維持補修費
3億2,164万円
【0.6％】 人件費

101億5,855万円
【19.1％】

扶助費
67億6,168万円
【12.7％】

74億5,685万円
【14.0％】

公債費

物件費
66億7,585万円
【12.6％】

義務的経費
【45.8％】

投資的経費
【17.2％】

その他経費
【37.0％】

歳出総額
531億3,257万円

その他（繰出金等）
88億6,740万円
【16.7％】

建設事業費等
91億1,328万円
【17.2％】

補助費等
37億7,732万円
【7.1％】

会 計 名
普 通 会 計
特 別 会 計
合 計

 歳入決算額
553億5,700万円
269億9,119万円
823億4,819万円

 歳出決算額
531億3,257万円
263億1,573万円
794億4,830万円
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■人件費…職員や議員等の人件費  ■扶助費…保育所に入所する方の
費用や生活保護費等  ■公債費…地方債の元金や利子の返済  ■建設
事業費…道路整備や学校建設費等  ■災害復旧費…災害で被害を受け
た道路等の復旧費  ■物件費…委託料や消耗品、光熱水費等  ■補助
費等…負担金や補助金等  ■維持補修費…道路、庁舎、公民館、学校
等の維持補修費  ■繰出金…特別会計への繰出金

【性質別歳出の内容】

平成21年度
お知らせします

決算報告

■実質収支比率 　4.9％
　財政運営の健全性を判断する指数で、標準財政規模のお
おむね３～５％が望ましいとされています。

今年から住民による花苗植えも行われ、市民の憩いの場として定着している『たいゆう緑花園』
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取
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今
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〝
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地
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。
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落
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元
気
で
あ
る
こ
と
　
　
。
そ
う
し

た
考
え
の
も
と
、
大
雄
地
域
で
は

『
集
落
活
動
支
援
』
を
地
域
づ
く

り
の
柱
の
一
つ
に
据
え
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、

集
落
を
取
り
巻
く
状
況
が
年
々
厳

し
く
な
る
中
、
住
民
同
士
が
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
の
必
要
性
が
増

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
雄

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
各
集
落

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
集
落
間
の

横
の
つ
な
が
り
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
お
祭
り
や
運
動
会
と

い
っ
た
集
落
行
事
を
行
う

際
に
音
響
機
材
を
貸
し
出

す
な
ど
、
個
々
の
集
落
負

担
が
軽
減
で
き
る
ア
イ
デ

ア
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
先
が
け
と
し
て
、

大
雄
地
域
局
が
行
っ
て
い

る
の
が
『
大
雄
プ
リ
ン
ト

工
房
』
。
集
落
な
ど
非
営

利
の
団
体
が
用
紙
を
持
ち

込
め
ば
、
地
域
局
の
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
機
や
コ
ピ
ー

機
を
使
い
、
チ

ラ
シ
や
会
議
資

料
を
無
料
で
印

刷
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
地

域
局
庁
舎
の
空

き
部
屋
の
有
効

活
用
な
ど
と
併

せ
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
拡
大

し
て
、
集
落
活
動
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
大
雄
地
域
で
は
合
併
で

中
断
し
て
い
た『
集
落
座
談
会
』を

平
成
20
年
度
か
ら
再
開
。
地
域
局

職
員
が
集
落
に
出
向
き
、
市
民
と

の
直
接
対
話
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
集
落
支
援
の
具
体
的

な
方
法
の
検
討
と
併
せ
、
小
中
学

校
の
統
合
に
伴
う
閉
校
後
の
校
舎

利
用
や
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

公
園
施
設
の
整
備
な
ど
と
い
っ
た

地
域
課
題
に
つ
い
て
も
、
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

〝あるものさがし〟で地域を活性

地域が一体となり集落活動を支援

平
鹿
地
域
づ
く
り
協
議
会

大
雄
地
域
づ
く
り
協
議
会

　地域づくり協議会の活動を紹介するこのコーナー。
２回目は平鹿地域づくり協議会と大雄地域づくり協議
会の取り組みを紹介します。

「いつもより美味しい！」と絶賛（平鹿地産地消給食）

地域づくり協議会探訪
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11
月
13
日
、
雄
物
川
河
川
公
園

堤
防
周
辺
で
市
消
防
団
に
よ
る
駆

け
付
け
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
火
災
発
生
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
的
確

な
消
火
器
具
の
操
作
と
、
そ
の
際

の
自
ら
の
安
全
確
保
に
も
注
意
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
消
防
署
雄
物
川
分
署
か
ら
の

説
明
を
受
け
た
後
、
た
ば
こ
の
火

の
不
始
末
で
堤
防
法
面
の
枯
れ
草

か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
訓
練
を
開
始
。
消
防
団
員
は
貯

水
池
か
ら
小
型
動
力
ポ
ン
プ
で
水

を
吸
い
上
げ
、
機
敏
な
動
き
で
放

水
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
折
か

ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
林
野
に
飛

び
火
し
延
焼
し
た
想
定
で
、
さ
ら

に
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
迅
速
な
消
火

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
寒
い
季
節
を
迎
え
、
暖
房
器
具

を
使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
火
災
の
発
生
に

は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

瑞
宝
双
光
章

【
警
察
功
労
】

元警部

佐渡顯一氏（横手・71歳）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平成22年度

秋の叙勲
　今年の秋の叙勲で、元県
警警部の佐渡顯一氏が瑞宝
双光章を受賞しました。心
からお祝い申し上げます。
※ご紹介が遅れましたことをお詫び
　いたします。

毎日、横手の にぎわい をお届けしています

よこてにぎわい
イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局

こちら、周波数

2010.9.25　　　2010.12.31▼ ▼ ▼

『よこてにぎわいイベントＦＭ』の
放送期間も残すところ１カ月。

抜群のチームワークで、楽しい番組を
お送りしているスタッフの方々に、

お話をうかがいました。

　　　　　　愛兎 こと 菊池宏美さん
　　　　　　　　　　　（パーソナリティー）
　　　　　　　　　　ここに来なければ、知り合
　　　　　　　　　　うことはなかったであろう
　　　　　　　　　　たくさんの方々と出会えた
　　　　　　　　　　ことが、私の中では大きな
　　　　　　　　　事件でした。放送ではお伝え
しきれないほど、楽しいことやハプニングの連続
で、スタッフや取材でお会いした皆さんと、楽し
い毎日を過ごしています。

ひでみママ こと 美空ひでみさん
（パーソナリティー）
ステージに立つ時はいつ
もパーペキ（完璧）に衣裳
やカツラ姿の私だけど、
素の状態で出ています。
ラジオだけ聴いた人は、
マツコ・デラックスみたい
な私を想像してるようだけど、そこまででは
ないわよ（笑）。これからもヨ・ロ・シ・ク

タカマサ こと 高橋征宏さん
　（ミキサー、音源制作）
　　今まで聴くことのなかったジャンル
　　の音楽に触れて、音楽の幅が広がり
　　ました。仕事（本業）との両立は大変
　　ですが、ラジオのお陰でいろんな人
　に声をかけられるようになりました。
先日は中学時代の恩師から「聴いたよ」
とメールが届き、うれしかったです。

よこての賑わい創出プロジェクトＹＹ22実行委員会
スタジオ直通   38-8855 　38-8856　 info@fmyy22.yokotecci.or.jp

ホームページ（スタッフブログも発信中）
http://fmyy22.yokotecci.or.jp

ホットな情報を
お寄せください

にぎわいと活気いっぱいのＥスタ（駅前スタジオ）から放送中です。

〝　　　　〟

まな と

地
域
を
守
る
迅
速
な
消
火
活
動

雄
物
川
地
域
で
市
消
防
団
駆
け
付
け
訓
練

鉄
鍋
出
土
や
河
川
跡
に
関
心
高
ま
る

金
沢
柵
推
定
地『
陣
館
遺
跡
』発
掘
現
場
で
現
地
説
明
会

 

　
11
月
13
日
、
金
沢
中
野
地
区
で

９
月
か
ら
市
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
陣
館
遺
跡
の
現
地
説
明

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
外
や

県
外
か
ら
１
８
０
人
を
超
え
る
歴

史
フ
ァ
ン
が
参
加
し
、
写
真
撮
影

し
た
り
メ
モ
を
取
っ
た
り
し
な
が

ら
、
市
文
化
財
保
護
課
職
員
の
説

明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
同
遺
跡
は
、
後
三
年
の
役
金
沢

資
料
館
裏
手
に
あ
る
高
さ
約
20
㍍

の
丘
状
地
。
後
三
年
合
戦
（
１
０

８
３
〜
８
７
年
）
の
際
に
金
沢
柵

の
前
進
基
地
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

場
所
で
、
堀
や
建
物
の
跡
、
柵
の

構
築
に
と
も
な
っ
て
造
成
さ
れ
た

可
能
性
の
あ
る
河
川
の
跡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
鳥
井

山
遺
跡
と
同
じ
特

徴
を
持
つ
『
か
わ

ら
け（
※
）』
と
呼

ば
れ
る
土
器
や
、

つ
り
下
げ
用
の
耳

が
内
側
に
つ
い
た

『
内
耳
鉄
鍋
』
と

思
わ
れ
る
鉄
鍋
が

出
土
。
こ
の
鍋
は

11
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
つ

り
下
げ
て
使
う
鉄
鍋
と
し
て
は
国

内
最
古
の
可
能
性
が
あ
り
、
詳
し

い
調
査
結
果
が
待
た
れ
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
18
日
午
前
10
時
よ

り
に
金
沢
小
学
校
で
金
沢
柵
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
武
士
や
貴
族
が
宴
会
で
使
っ
た
器

　
11
月
12
日
、
平
鹿
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
心
の
健
康
づ
く
り
・
自

殺
予
防
対
策
事
業
と
し
て
講
演
会

が
行
わ
れ
、
市
民
約
３
２
０
人
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
・
精

神
科
医
師
の
藤
本
佳
史
氏
が
「
い

の
ち
を
消
さ
な
い
で
〜
母
が
自
殺

し
た
あ
の
日
か
ら
〜
」
と
題
し
、

実
体
験
を
も
と
に
、
近
親
者
の
自

殺
に
よ
る
環
境
の
変
化
や
苦
悩
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
藤
本
氏
は
「
自
殺
予
防
の
対
策

は
、
単
に
防
止
の
呼
び
掛
け
だ
け

で
な
く
、
遺
族
の
思
い
に
耳
を
傾

け
る
遺
族
支
援
の
充
実
も
必
要
。

自
殺
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
こ

と
で
、
遺
族
が
生
活
し
や
す
い
環

境
に
な
る
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
最
後
に
は
〝
絶
望
の

中
に
も
光
を
見
出
し
、
前
向
き
に

生
き
よ
う
〞
と
い
う
想
い
を
込
め

た
自
作
の
曲
『
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・

プ
ラ
ン
』
と
『
無
音
の
ノ
イ
ズ
』

の
２
曲
を
、
ギ
タ
ー
演
奏
と
と
も

に
披
露
し
ま
し
た
。

自らの体験を語る藤本佳史氏

命
の
尊
さ
と
遺
族
へ
の
配
慮
を
訴
え

心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
対
策
講
演
会

12
月
１
日
は『
い
の
ち
の
日
』。

自
殺
予
防
活
動
の
日
で
す
。

階段状の地形は人工的なものと確認され
たとの説明を受ける参加者

　
『
た
い
ゆ
う
緑
花
園
』
の
花
を

押
し
花
に
し
、
心
に
残
る
一
言
を

書
き
添
え
る
『
押
し
花
に
心
を
そ

え
て
…
』
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
県
内
外
か
ら
過
去
最

多
の
１
５
８
点
の
応
募
が
あ
り
、

11
月
６
日
の
審
査
会
で
、
子
供
の

部
、
大
人
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
特
選

１
点
、
準
特
選
１
点
、
入
選
３
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
12
月
１

日
か
ら
約
１
年
間
『
ゆ
と
り
お
ん

大
雄
』
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
美
し
い
作
品
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

花
び
ら
や
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
に
思
い
込
め

第
５
回「
押
し
花
に
心
を
そ
え
て
…
」コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

入賞作品は市のホームページでも紹介
しています。

■
子
供
の
部

特
選 

菅
谷
紀
介
さ
ん（
横
手
市
）

準
特
選 

照
井
友
香
さ
ん（
美
郷
町
）

■
大
人
の
部

特
選 

加
藤
洋
子
さ
ん（
横
手
市
）

準
特
選 

藤
原
映
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
横
手
市
）

シャッターチャンス求め
小学生が市内を散策
子ども会育成連主催の体験活動

　11月３日、小学生が市内を散策して、写
真撮影に挑戦する『歩いてさがして写そう
横手のい～とこ!!』が開催されました。
　横手地区子ども会育成連絡協議会と横手
生涯学習センターの共催で、体験活動を通
して自分たちの住むまちの良さを知る機会
にするのがねらい。参加した17人の小学生
は３、４人のグループに分かれ、中学生や
高校生のジュニアリーダーとともに市内に
繰り出して、風景や
建物、通行人や商店
の人などを見つけて
シャッターを切って
いました。（右写真）
　撮影後は、グループごとに〝自信作〟を
選抜。それぞれ違う視点で撮られた写真に
感心しつつ、お互いの投票でコンテストを
行い、写真の楽しさと〝自分たちのまち〟
の魅力を実感した様子でした。

コンテストで
１位に選ばれ
た作品

小学生が撮影した『横手のい～とこ』は、市のホーム
ページ（横手生涯学習センター）で紹介しています。

協力して機敏な放水訓練を行う消防団員

市政の窓（行政報告） 市政の窓（行政報告）
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市長面会日のお知らせ
◆日　　時／12月21日(火)午前９時～10時30分
◆申込期限／12月16日(木)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111（内線1033,1034）

市報よこてNo.124  2010(       22　).12.1平成　 年

住
　宅
住
　宅 平成22年度 住宅リフォーム補助事業

　11月15日現在の住宅リフォーム補助事業、活用状況を
お知らせします。申請受付終了は12月下旬を想定してい
ますが、予算がなくなりしだい終了となります。申請は
工事着手前に行い、２月末までに工事完了の実績報告が
必要になりますので、早めの申請をお勧めします。
◆申請件数　　 　　880件
◆補助決定額　 122,423千円 ※１件あたり平均補助額139千円
◆補助金残額　　27,577千円
◆問合せ　市建設部建築住宅課(横手庁舎内)　35-2224

都市
計画
都市
計画

ＪＲ奥羽本線三枚橋踏切の閉鎖に関する
説明会を開催します　

　横手駅周辺では都市再生整備計画に基づき、東西自由
通路や橋上駅舎などの建築工事が行われています。
　このたび、来年夏の新駅開業と自由通路整備に伴い、
ＪＲ奥羽本線三枚橋踏切が閉鎖になります。これについ
ての説明会を行いますので、ご参加ください。
◆日　時　12月20日(月) 【１回目】午後３時～４時
　 　　　　　　　　　　【２回目】午後７時～８時
◆場　所　かまくら館 ２階ホール
◆問合せ　市建設部都市計画課（十文字庁舎内)　42-5117

　

  12月４日から10日までは人権週間です。この人権週間
行事の一環として、横手人権擁護委員協議会と秋田地方
法務局横手支局では、下記日程のとおり無料人権相談所
を開設します。
　家族・夫婦関係や近隣関係、虐待、いじめ等の困りご
とのある方はお気軽にご相談ください。相談は人権擁護
委員が担当し、秘密は厳守します。

◆相談所の開設日・場所等

　

◆時　間　午前10時～午後３時
◆問合せ　秋田地方法務局横手支局　32-5153

相
　談
相
　談 無料人権・困りごと相談所を開設します

12月10日（金）は『人権デー』

年
　金
年
　金 年金の請求をお忘れではありませんか　

　お心当たりのある方は、ご相談ください。
①年金の加入期間が25年未満の方　
　⇒生まれた年や、カラ期間（昭和61年までの間で任意
　　加入していなかった期間）などによって、年金の加
　　入期間が25年以上でなくても年金を受け取れる場合
　　があります。
②年金の受け取り開始を66歳以降に繰り下げている方　
　⇒年金は自動的には支払われません。年金受給を始め
　　る際は、年金の請求が必要になります。
③厚生年金の加入期間のある65歳以上の方　
　⇒「老齢厚生年金」と「老齢基礎年金」の２種類の年金
　　が受け取れます。どちらか一方のみを受給している
　　方はもう一方についても、改めて請求してください。
④厚生年金の加入期間があり、65歳になってから年金受
　給を希望している方　
　⇒65歳前に受給できる老齢厚生年金は、65歳になる前
　　に請求しても年金額が減ることはありませんので、
　　早めに請求してください。
⑤60歳以上で会社に勤務している方　
　⇒現在、会社に勤務している方も請求手続きをしてく
　　ださい。給与額などに応じて年金支払額の調整が行
　　われる場合がありますが、全額停止の場合を除き、
　　年金を受け取ることができます。
■問合せ　
　市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35-2186

場  所

かまくら館

増田地区多目的
研修センター
平鹿生涯学習
センター
雄物川コミュニ
ティセンター
大森コミュニ
ティセンター
十文字文化セ
ンター
山内生涯学習
センター
大雄地域福祉
センター

地　域

横  手

増  田

平  鹿

雄物川

大  森
  

十文字

山  内

大  雄

期　日

12/４（土）

12/６（月）
 

12/６（月）

12/７（火）
  

12/６（月）

12/９（木）

12/７（火）

12/６（月）

人権擁護委員名
椎名　靖典　 堀内　新一
松井　敏博　 前澤　弘子
七尾喜美代　 髙見　祥一
髙橋　恒徳　 法務局職員
石川　冴子   織田智惠子 
内藤新左衛門 
戸部　英二　 佐野　洋子
瀨田川美知子 神原　英夫
佐々木栄一　 上法　快晴
高橋　雅子
朝川　順子　 棚橋　博子 
嵐田友之助
寺田　奎子 　信太　耕三
佐々木弘子   近　るり子

藤原　信子　 高橋　藤悦

滝澤　將弘　 戸田　吉広

＝使用は先着順で満了の場合は受け付けできません＝
【前郷墓園】　横手市前郷字兀山115番地
◆募集区画
　○園路墓地（間口２ｍ×奥行３ｍ）・・・２区画
　　土地のみの墓地で、規定の範囲内で自由な形態の墓
　　石が建てられます。
　  【永代使用料310,000円、管理手数料2,520円（年間）】
◆申込条件
　市内に現住所か本籍を有すること。※本籍が市内にあ
　り現住所が市外の場合は、市内に現住所を有し独立の
　生計を営む代理人をおく必要があります。
◆申込方法
　横手地域局市民課窓口にある申請書に必要事項を記入
　し、提出してください。
◆申込み・問合せ　横手地域局市民課　32-2703

墓
　園
墓
　園 前郷墓園の使用者を募集します

　平成24年４月、雄物川・大森・大雄の３つの中学校が
統合した横手明峰中学校が開校します。
　そこで、新しく誕生する横手明峰中学校にふさわしい
校章デザインを市民の皆さんから募集します。

◆募集期間　12月１日(水)～平成23年１月31日(月)
◆応募資格　次のいずれかを満たす方
　　　　　　・横手市内に住所を有する方
　　　　　　・横手市内に通勤または通学している方
　　　　　　・横手市出身の方
◆選定方法　市教育委員会による審査後、決定
　　　　　　（平成23年２月予定）
◆留 意 点　デザインの色数・応募点数に制限はありま
　　　　　　せん。※作品は自作で未発表のもの。

◆応募方法
　指定の応募用紙または、任意の用紙にデザインし、必
　要事項を記入して郵送・持参・ファクス・メールのい
　ずれかの方法で応募してください。なお、応募用紙は
　市教育委員会事務局、各生涯学習センターに備え付け
　てあります。また、市ホームページからもダウンロー
　ドできます。
　※任意の用紙の場合はＡ４版の用紙を縦長で使用し、
　　縦横15㌢の枠内に描くこと。
◆申込み・問合せ
　　〒013-0205　横手市雄物川町今宿字鳴田１
　　横手市教育委員会　教育総務部　学校統合推進課
　　　0182-35-2145、　0182-22-2116
　　　gakkotogo@city.yokote.lg.jp

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期
○介護保険料６期  ○後期高齢者医療保険料６期

※年金天引きでないもの
納期限は１月４日です

　　　◆市税の納付は
　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期
○介護保険料６期  ○後期高齢者医療保険料６期

※年金天引きでないもの
納期限は１月４日です

　　　◆市税の納付は
　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

　新春のあいさつと情報交換の場として、新春賀詞
交歓会を開催します。どなたでも参加いただけます
ので、詳細は12月15号でご確認ください。
◆日　時　平成23年１月４日（火）午後３時30分～５時
◆場　所　平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
◆問合せ　市総務企画部市長公室広報広聴担当
　　　　　（本庁南庁舎内）　35-2162

平成23年 横手市賀詞交歓会を開催します

　

　市では、行財政改革を推進するため『第２次大綱』の
策定作業を進めています。
　この中間案に対し、意見募集（パブリックコメント）を
実施します。たくさんのご意見や情報をお寄せください。
◆閲覧方法
　市経営企画課および各地域局地域振興課で閲覧するか、
　市のホームページをご覧ください。
◆募集期間
　12月１日(水)～12月14日(火)必着
◆意見の募集方法
　所定の様式に必要事項を記入のうえ、市経営企画課ま
　たは各地域局地域振興課へ持参・郵送・ファクス・メ
　ールでのいずれかで応募してください。なお、様式は
　各閲覧場所にあります。また、市ホームページからも
　ダウンロードできます。
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所　総務企画部経営企画課(本庁南庁舎)
　　0182-35-2164、  0182-33-6061
　  kikaku@city.yokote.lg.jp

募
　集
募
　集

ご意見を募集します
「第２次横手市行財政改革大綱」中間案

みなさんから届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。
「全ての商品に対して地産地消を取り入れます！」　　　【Ｂａｒ・Ｐａｓａｐｏｒｔｅ（バルパサポルテ)】
「横手の旬の野菜・果物のおいしさを子供たちに伝えます。地場産の食品で、食生活改善事業を推進します！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【横手市保健衛生課】
「横手の『食と農』の発展に若い人材を発掘し、横手の農産物に携われる人材を供給します！ 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【株式会社インテック】

募
　集
募
　集 横手市立　横手明峰中学校校章デザインを募集します
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横に広がる手を携えた連携を
■尊厳フォーラム in 横手

　11月７日、横手南中学校の文化祭に際し、改装され
た茶室で茶道部がお点前を披露しました。市内の中学
校では唯一の同部は今年で創部35年を迎え、現在は部
員６人で伝統を守っています。当日は、特製の『南中
もろこし』がお茶請けとして振る舞われ、落ち着いた
おもてなしが地域の人を喜ばせていました。

第２部の分科会報告で、自らの取り組みについて説明をする白川病院
（福岡県大牟田市）の医療ソーシャルワーカー・猿渡進平さん

（横手）

　11月７日、市消防・雄物川分署によるわくわく消防
広場が、スーパーセンタートラストで行われました。
多くの親子連れが訪れ、はしご車やポンプ車、救急車
などを見学。さらに消防士とのはしご車への乗車体験
や放水体験などが、訪れた人たちに防火意識をより身
近に感じさせていました。

　11月７日、誰もが住み慣れた地域で自分らしく生活で
きる地域づくりを考える『尊厳フォーラム in 横手』が
横手市民会館を主会場に開かれました。
　これは、市内の福祉団体やＮＰＯなどで組織する横手
フレンズ連絡会を中心とした実行委員会（谷川都子実行
委員長）が、公益財団法人さわやか福祉財団と主催した
もので約400人が参加。同連絡会が３年間の計画で進め
てきた『尊厳を支えるネットワークづくり』を目指した
活動の集大成として実現させたものです。
　第１部では、参加者が３つのグループに分かれて分科
会を開催。北は北海道から南は福岡県まで、県内外から
合計15人の助言者や事例発表者を招き、それぞれテーマ
について意見を交わしました。
　米谷恭一氏（シルバードームいきいきの郷施設長）が
座長を務めた第１分科会は、『認知症の人を支える地域
づくり』をテーマに設定。尊厳とは何かを考え「誰もが
地域の中で役割を担い、生きがいをもって暮らすために
は、単に支えるのではなく『支え合う』地域を育てるこ
とが必要」という提言がなされるなど、意義深い分科会

となりました。
　第２部では、各分科会の報告やパネルディスカッショ
ンなどを開催。座長を務めた堀田力氏（さわやか福祉財
団理事長）は「一人ひとりが（行動や啓発の）発信者。
この横手の地で、まさに“横に広がる手を携えたネット
ワーク”を広げていくために、このような機会を継続し
てほしい」とまとめ、参加者と目標の共有を図りました。

・ ・

■中部フィルハーモニー交響楽団講演会(大森)

生のオーケストラに感動

迫力の演奏で生徒を魅了（上）、緊張の面持ちでオーケストラを指揮（右）

　11月９日、大森中学校で中部フィルハーモニー交響楽
団の演奏会が開催され、同校生徒や大森小４～６年生、
地元住民など約330人が迫力ある演奏を堪能しました。
　演奏会では、チャイコフスキー『交響曲第４番より第
４楽章』のほか、楽器紹介や生徒による指揮者体験、ボ
　　　　　　　　　　　　　　　ディーパーカッション
　　　　　　　　　　　　　　　体験などが行われまし
　　　　　　　　　　　　　　　た。最後に、オーケス
　　　　　　　　　　　　　　　トラバージョンの大森
　　　　　　　　　　　　　　　中校歌が流れると、会
　　　　　　　　　　　　　　　場からは大きな拍手が
　　　　　　　　　　　　　　　おくられました。

わくわく消防広場 （雄物川） 南中茶道部がお点前を披露
て まえ
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ＢＲＯＮＺＥのＣｈｉｈｏさん（左）
とリーダーのＲｙｕｍａさん
（凱旋ライブにて・佐藤仁さん撮影）
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Ｏ
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Ｚ
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information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
『健康管理サポートグッズ』レンタルサービス実施中！

高血圧（医療機関への相談が必要）

正常高値(保健指導の対象)

正常

約５割

約２割
約３割

80 85
(mmHg)

125

135

…血圧が高め。引き続き血圧測定が必要
　(全体の７割が該当)

健
康
づ
く
り
は

毎
日
の
血
圧
測
定
と
適
度
な
運
動
で
！

■自動血圧計 ■高機能万歩計 ■体操ＤＶＤ

＊健康の駅推進室では、家庭での血
　圧測定をお勧めしています。これ
　は〝一番リラックスした状態での
　測定が、その人の本当の血圧値が
　分かる〟といわれているためです。
　日ごろから自分の血圧を知り、体
　調管理に活かしましょう！
　

＊＊下記の３点セットを無料で貸し出します！＊＊
　自宅で気軽に健康チェックができますので、ぜひご利
用ください。詳細は12月発行の健康の駅推進室チラシで
ご確認ください。

＊問合せ 市福祉環境部 健康の駅推進室  35-2127

塩分のとり過ぎ

ストレス・寝不足

体重が増加傾向

運動不足

過度の飲酒・喫煙

27％

23％22％

19％

９％

＝家庭血圧で『本当の血圧』が分かる＝
　今年度は104人が家庭血圧を測定しました。
その結果をまとめてみました。

◆家庭血圧の平均値
　[朝] 131/80mmHg　[夜] 124/74mmHg

◆生活習慣の傾向(正常高値以上の方)

塩分のとり過ぎや肥
満傾向は、適度な運
動で解消できます！



市報よこて 12No.124 2010( 22 ).12.1市報よこて13 2010( 22 ).12.1 No.124 平成　 年平成　 年

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

伊藤　節子さん
いとう　せつこ（57歳・横手）

　
節
子
さ
ん
は
、
新
潟
県
新
発
田

市
の
出
身
で
す
。

　
黒
川
地
区
出
身
の
夫
・
茂
さ
ん

と
の
結
婚
を
き
っ
か
け
に
横
手
に

移
り
住
ん
だ
の
が
昭
和
51
年
４
月
。

「
淋
し
い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
ほ
ど
地
域

の
中
に
溶
け
込
み
、
近
所
や
友
人

の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
30
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
自
宅
近
く
の
『
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
黒

川
い
と
う
店
』
で
は
、
優
し
い
笑

顔
と
あ
た
た
か
い
人
柄
が
評
判
の

看
板
娘
で
す
。

　
横
手
に
来
て
、
砂
糖
を
た
く
さ

ん
使
う
食
文
化
に
驚
い
た
と
い
う

節
子
さ
ん
。
横
手
の
味
を
覚
え
な

が
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
の
味

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

正
月
や
冠
婚
葬
祭
用
の
郷
土
料
理

で
、
サ
ト
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど

の
野
菜
、
タ
ケ
ノ
コ
、
キ
ノ
コ
な

ど
を
、
し
ょ
う
ゆ
や
み
り
ん
で
味

付
け
す
る
『
こ
に
も
』
は
家
族
の

み
ん
な
が
大
好
き
な
一
品
だ
そ
う

で
す
。

　
家
族
を
大
切
に
し
、
記
念
日
も

か
か
さ
ず
に
祝
う
と
い
う
伊
藤
さ

ん
一
家
。
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
を
迎

え
ま
す
が
、
雪
が
解
け
て
桜
が
咲

く
こ
ろ
、
あ
た
た
か
な
春
と
と
も

に
、
大
好
き
な
ご
主
人
と
の
結
婚

記
念
日
が
ま
た
や
っ
て
き
ま
す
。

思えば
遠くへ
来たもんだ

今川　茜さん
いまかわ　あかね（24歳・大森）

　
か
わ
い
い
え
く
ぼ
が
印
象
的
な
茜
さ
ん
は
山

内
地
域
出
身
の
24
歳
で
す
。

　
盛
岡
市
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
横
手
に
戻

り
美
容
師
と
し
て
勤
務
。
平
成
20
年
12
月
に
夫

の
貴
文
さ
ん
と
結
婚
し
、
現
在
は
貴
文
さ
ん
の

実
家
が
経
営
す
る
有
限
会
社
Ｉ
Ｍ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス

（
大
森
町
上
溝
）で
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
茜
さ
ん
は
、
現
在
妊
娠
５
カ
月
。
「
こ
の
子

に
は
、
と
に
か
く
元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し

い
。
色
ん
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
も
の
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
お
腹
に

そ
っ
と
手
を
あ
て
て
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
茜
さ
ん
は
「
優
し
く
て
、
気
遣
っ
て
く
れ
る

夫
が
頼
も
し
い
」
、
貴
文
さ
ん
も
「
い
つ
も
笑

顔
で
支
え
て
く
れ
る
妻
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
、
互
い
を
認
め
合
う
２
人
。
「
自
分
た
ち
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
て
、
夫

と
一
緒
に
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
家
庭
に
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
に
は
、
家

族
や
仲
間
を
大
切
に
す
る
優
し
さ
と
、
親
に
な

ろ
う
と
す
る
力
強
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。今川さんは、前回
の阿部さんからのご紹介です。

■面積　532.82k㎡
■人口　103,510人
■世帯　34,678世帯

新潟県 新発田市

日本海

長野県

山形県

福島県

新潟県

し
　
ば
　
た

材料（４人分）
○カボチャ…160g ○卵…２個 ○牛乳…300cc ○ツナ缶
…80g  ○おろしショウガ…少々 ○ミツバ…少々
【あん材料】 ○しょう油…小さじ１ ○みりん…小さじ１
○水…90cc ○片栗粉…12ｇ

作り方
①カボチャは１cm角に切り茹でておく。
②溶いた卵に牛乳を混ぜてこす。
③器に茹でたカボチャ、汁を切ったツナを入れ、②を注
　ぎ、軽くラップをかけ、レンジで５分温める。
④鍋にしょう油、みりん、水を入れ、弱火で加熱し、適
　量の水で溶いた片栗粉を加えとろみをつける。
⑤茶碗蒸しの表面に④のあんを流し入れ、おろしショウ
　ガとミツバを添える。

◎今月の紹介者

12月の旬食材   　　 『カボチャ』

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー 150.0kcal
タンパク質   8.3g
脂　　　質   7.9g
塩　    分   0.5g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 1 2

2 3 4 5

2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

横手市食生活改善推進協議会
大雄支部
鈴木文子さん（大雄）

　カボチャは緑黄色野菜の代表で
す。カロチンを豊富に含み、風邪
に対する抵抗力をつける効果があ
ります。冬至に家族そろってカボ
チャを食べて、寒い冬を元気に乗
り切りましょう。

1

カボチャのミルク茶碗蒸し

　横手にはたくさんの
種類のカボチャが栽培

されています。収穫時期は夏で
すが、追熟させて甘味が増す秋
が食べごろです。ヘタがカラカ
ラに乾燥しているのが完熟の証
で、ずっしりと重みのあるもの
が良品です。今年は天候不順で
小ぶりのものが多いですが、甘
味があって美味しいですよ。
（道の駅十文字・ジュニア野菜ソムリエ・小原正晃さん）

輪
ゆか
いだ

　日本では1980年代に、映画『フラッシュダンス』
などで広く知られるようになったブレイクダンス。
体全身を使う力強い大技や、軽やかなステップな
どを組み合わせて踊ります。
　ダンス好きの仲間が集まり、一昨年結成された
〝Curse Of Index〟。現在は、市内の高校生を中
心に８人が所属し、県内のさまざまなダンスイベ
ントに参加しています。基本的な練習は個々に行
いますが、メンバー同士でアドバイスし合いなが
ら、技の習得や技術向上に切磋琢磨しています。
メンバーの伊藤さんは「ブレイクダンスは進化し
続けるダンス。完成形がないので、技術を磨き、
自分のスタイルを作ることができる」とその魅力
を話してくれました。
　興味のある方は直接、練習会場にお越しくださ
い。初心者の方も大歓迎です！
◆練習日　毎週土・日曜日、午後６時～９時
◆場　所　サンサン横手（　33-8033）

Curse Of Index
ブレイクダンスチーム【横手】 輪

ゆか
いだ

カース オブ インデックス
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平
成
22
年
度

    

横
手
市
交
流
美
術
展

　
日
本
画
や
洋
画
、
手
工
芸
、
写
真
、

書
道
な
ど
市
芸
術
文
化
協
会
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
今
年
度
の
県
美
術

展
覧
会
入
賞
・
入
選
作
品
も
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
12
月
15
日（
水
）～
18
日（
土
）、    

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
※
18
日
は
正
午
で
終
了

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　
習
課
　
２
２
‐
２
１
５
５

　
　『
お
や
親
サ
ロ
ン
』                 

    

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

　
毎
週
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る『
お

や
親
サ
ロ
ン
』
で
は
家
庭
教
育
や
子

育
て
の
情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
松
ぼ
っ
く
り
で
ミ
ニ
ツ
リ
ー

を
作
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
10
日（
金
）午
前
10
時

　
～
正
午

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
参
加
費
／
１
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　
習
課
　
２
２
‐
２
１
５
５

　
　
横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

　
　
地
産
地
消
料
理
講
習
会
12
月
期

◆
テ
ー
マ
／
『
慶
び
を
詰
め
込
む
正

　
月
料
理
』

  

※
料
理
は
持
ち
帰
り
に
な
り
ま
す

◆
日
時
／
12
月
15
日（
水
）午
前
10
時

　
～
午
後
１
時

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
12
月
７
日（
火
）午
前

　
10
時

◆
申
込
み
／
よ
こ
て
『
食
の
ア
カ
デ

　
ミ
ー
』
　
３
５
‐
２
１
９
３
　

　
　
第
13
回『
雪
を
う
た
う
』市
民

　
　
俳
句
大
会
投
句
募
集
　

　
雪
へ
の
想
い
を
十
七
音
に
ま
と
め

て
、
横
手
な
ら
で
は
の
冬
に
親
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方
、
市

　
出
身
の
方
、
市
内
に
通
勤
・
通
学

　
し
て
い
る
方
（
未
発
表
句
、
一
人

　
一
句)

◆
応
募
方
法
／
全
戸
配
布
、
ま
た
は

　
各
地
域
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

　
公
民
館
に
備
え
付
け
の
投
句
用
紙

　
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限
／
１
月
14
日(

金)

必
着

◆
投
句
先
・
問
合
せ
／
横
手
中
央
公

　
民
館
（
横
手
市
本
町
３
‐
30)

  

　
３
２
‐
３
１
３
７

　
　
あ
い
あ
い
☆
広
場
　
第
５
弾

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

  

歌
や
踊
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し

み
ま
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
21
日（
火
）午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と

　
保
護
者
10
組（
参
加
費
３
０
０
円
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
14
日（
火
）

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
ご
案
内

【
外
国
人
お
招
き
対
応
術
Ⅲ
～
中
国
語

を
学
ぼ
う（
初
級
）～
】

◆
日
時
／
12
月
３
日（
金
）～
24
日（
金
）

　
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

【
職
場（
人
間
関
係
）の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
】

◆
日
時
／
12
月
11
日（
土
）午
後
１
時

　
30
分
～
５
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

【
パ
ソ
コ
ン
・
就
職
支
援
講
習
】

◆
日
時
／
12
月
10
日（
金
）～
17
日（
金
）

　
の
平
日
６
日
間
、
午
前
９
時
～
午

　
後
４
時

◆
場
所
／
し
す
て
む
工
房（
外
ノ
目
）

　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
選
考
あ
り

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　
４
５
‐
３
９
９
０

　
　
ほ
ろ
わ
の
里
資
料
館

　
　
冬
季
閉
館
の
お
知
ら
せ

　
12
月
１
日
か
ら
『
ほ
ろ
わ
の
里
資

料
館
』
を
冬
季
閉
館
し
ま
す
。
来
年

度
は
５
月
か
ら
の
開
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
文
化
財

　
保
護
課
　
２
４
‐
３
４
８
０

　
　
平
成
22
年
度
横
手
市
ふ
れ
あ

　
　
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　
障
が
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
集
い
に
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
４
日（
土
）午
後
０
時

　
30
分
～
3
時
30
分
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
手
話

　
コ
ー
ラ
ス
、
手
作
り
体
験
な
ど

◆
問
合
せ
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
本
部
地
域
福
祉
課

　
　
３
６
‐
５
３
７
７

　
　『
健
康
ひ
ら
か
』
講
演
会

　
　

　
愛
媛
大
学
大
学
院
・
医
学
系
研
究

科
の
斉
藤
功
准
教
授
を
講
師
に
迎
え

『
心
臓
病
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
学

ぼ
う
』
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
９
日（
木
）午
後
１
時

　
30
分
～
3
時
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院

◆
申
込
期
限
／
12
月
６
日（
月
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
所
健
康
・
予

　
防
課
　
３
２
‐
４
０
０
５

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい
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情 報報
　
　
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
募
集
住
宅
／
県
営
吉
沢
住
宅
（
横

　
手
市
睦
成
字
吉
沢
上
台
63
）
３
戸

　（
３
Ｋ
）

◆
募
集
期
限
／
12
月
10
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　
設
部
建
築
課
　
３
２
‐
６
２
０
６

　
　
脳
卒
中
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
脳
卒
中
を
知
る
べ
！

　
脳
卒
中
に
関
す
る
講
話
や
展
示
、

救
急
隊
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
な
ど
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
５
日（
日
）午
後
０
時

　
30
分
～
３
時
30
分
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
増
田
地
域
多
目
的
研
修
セ

　
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン

　
タ
ー

　
　
０
１
８
‐
８
３
３
‐
０
１
１
５

　
　
12
月
１
日
は

　
　『
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
』で
す

　
出
張
相
談
と
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
５
日（
日
）午
前
10
時

　
～
午
後
２
時

◆
場
所
／
横
手
サ
テ
ィ

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所
健
康
・
予

　
防
課
　
３
２
‐
４
０
０
５

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。
　

【
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】

◆
期
間
／
平
成
23
年
１
月
11
日（
火
）

　
～
13
日（
木
）、
定
員
15
人

【
電
気
工
事
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
】

◆
期
日
／
平
成
23
年
１
月
12
日（
水
）・

　
13
日（
木
）、定
員
10
人

【
扇
垂
木
製
作
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
23
年
１
月
17
日（
月
）・

　
18
日（
火
）、定
員
10
人

【
電
気
工
事
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
図
作
図
】

◆
期
日
／
平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）・

　
20
日（
木
）、定
員
10
人

◆
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　
秋
田
地
方
法
務
局
横
手
支
局

　
　
国
籍
事
務
の
取
扱
廃
止

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
県
内
す

べ
て
の
帰
化
、
国
籍
取
得
な
ど
の
国

籍
に
関
す
る
事
務
は
、
秋
田
地
方
法

務
局
戸
籍
課
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
１
２
９

　
　
平
成
22
年
度
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

　
　
た
す
け
あ
い
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
12
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
義

援
金
は
紛
争
被
害
者
救
援
な
ど
の
緊

急
救
援
事
業
や
飢
餓
で
苦
し
む
人
々

へ
の
開
発
協
力
事
業
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
義
援
金
は
郵
便
局
、
銀
行
な

ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

　
支
部

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
３
１

　
　『
献
体
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

　
献
体
と
は
、
献
体
法
に
基
づ
い
て

医
学
教
育
（
人
体
解
剖
）
に
役
立
た

せ
た
い
と
い
う
志
を
持
つ
方
が
、
生

前
に
白
菊
会
に
登
録
し
、
死
後
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
無
条
件
・
無
報
酬
で

ご
遺
体
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
医
学
の
進
歩
・
発
展
の
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
大
学
医
学
部
白
菊

　
会
（
学
務
課
内
）

　
　
０
１
８
‐
８
８
４
‐
６
０
３
０

講　
座

催　
し

募　
集

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

講　
座

※降雪状態により、営業期間が変更になる場合があります

市内スキー場オープン情報
ス キ ー 場 名

天下森スキー場　（　45-9816)

雄物川スキー場　（　22-5644)
大森スキー場　　（　26-4210）

山内スキー場　　（　53-2240）

横手公園スキー場（　33-4101）

営 業 期 間　

12月19日(日)～３月上旬
12月19日(日)～２月末日
12月25日(土)～３月６日(日)
12月19日(日)～３月３日(木)
12月25日(土)～２月末日

家庭用ホームタンクや事業所タンクを取り扱う皆さんへ

油漏れ事故にご注意ください
　冬期間は灯油を使う機会が多くなります。毎年この時期に
なると、不注意による油こぼれや、小分け中の油もれ事故が
多発しています。事故を起こすと油の回収・処理に多大な費
用がかかります。　　
◆油流出事故の主な原因は
・ホームタンクの閉め忘れ
・落雪、除雪作業による配
　管の破損
◆油流出事故を防ぐには
①ホームタンクから灯油を
　小分けする時は、絶対に
　その場を離れないようにしましょう。
②落雪から給油管を保護したり、給油管の場所がわかるよう
　にして破損防止に努めましょう。
③油漏れを防止するため、配管やホームタンクの定期点検を
　行いましょう。
◆万が一、油漏れに気づいたら
　灯油を側溝や河川等に流出してしまったら、お近くの消防署、
　警察署、国や県の機関、市役所各地域局へご連絡ください。
◆問合せ／市福祉環境部環境課（大雄庁舎内）　35-2184、
　または各地域局市民福祉課（横手地域局は市民課）へ

〈配管の確認、閉め忘れに注意！〉

お
お
ぎ
た
る  

き

催　
し

募　
集

催　
し

お
知

ら
せ

催　
し

相　
談

講　
座

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ
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地域からのお知らせ

お出かけ前にご確認くださいお出かけ前にご確認ください

診 療所療所
ご確認くださいご確認ください

休 館日館日

情報～information～

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　12月1･8・15日（水）
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　12月1･8・15日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　12月13日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

横手図書館　　12月1・8・15日
増田図書館　  12月1・6・13日
平鹿図書館　  12月1・7・14日
雄物川図書館　12月1・8・15日
大森図書館　　12月1・7・14日
十文字図書館　12月1・8・15日
山内図書館　　12月4・5・11・12日
大雄図書館　　12月2・6・9・13・16日
雄物川資料館　12月6・13日

ゆっぷる　　　　12月15日
ゆとり館　　　　12月7・14日
えがおの丘　　　12月6・13日
大森健康温泉 　 12月6・13日
ゆとりおん大雄  12月2・16日
南部シルバーエリア 12月6・13日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　12月1・8・15日
　西・南部 　　　12月4・5・11・12日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　12月6・13日

『ゴミ問題を考えよう』～ゴミはどこから、どこへ？～
●日時／12月14日(火)午後７時～９時  ●場所／十文字
文化センター  ●参加費／100円（資料代）●問合せ／十
文字・車座の会 小川さん   42-3853
　
フェスタ・ハイスクールライブラリー２０１０
　高校生による読み語りや馬頭琴に合せた朗読、『ひらこ
う読書の扉』をテーマにフォーラムなどを開催します。
●日時／12月18日(土)午後０時30分～４時　●場所／秋
田ふるさと村ドーム劇場　●入場料／無料　●問合せ／
事務局 木村さん 　090-7334-9641
　
マンドリン＆ギターデュオコンサート『響き』
●日時／12月18日（土）午後２時開演 ●場所／かまくら館 
●入場料／ペア券3,000円、トリプル券4,000円（前売り）、
※当日券はシングル券2,000円のみ ●問合せ／荻田さん 
　32-9438
　
日本一住みよい県にする会主催『大仮装パーティー』
●日時／12月18日(土)午後６時～９時　●場所／ポポロ
ソースカンパニー（十文字）●対象者／20歳～50歳までの
独身の方 ●参加費／男性2,000円、女性1,000円 ●申込み
／泉さん 　080-6030-5567※受付午後６時～８時
　
横手教会『クリスマスコンサート』
●日時／12月18日(土)午後２時開演 ●場所／日本キリス
ト教団横手教会 ●演奏／ヴォーカルアンサンブルviole 
●入場料／無料  ●問合せ／日本キリスト教団横手教会 
小松さん 　32-1998
　
自然を愛する皆さんの集い『年末特別企画』　
●日時／12月19日(日)午後１時開演 ●場所／煉瓦屋(寿
町) ●内容／シャンソンミニライブ ●参加費／3,500円
（料理・ドリンク付）●問合せ／煉瓦屋 　33-2811
　
日本将棋連盟横手支部『12月将棋例会』
●日時／12月26日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学
生500円（昼食付）●問合せ／中田さん 　32-2479
　
アンダンテピアノ教室『第15回ピアノ発表会』
●日時／12月26日（日）午後１時30分開演  ●場所／かま
くら館 ●入場料／無料 ●問合せ／小坂さん 　33-2718

idobata  plazaidobata  plazaidobata  plaza
どばたプラザい

　　
はんどめいど*くらぶ主催『手作りマーケット』
　布小物やエコクラフト、ビーズなどを展示販売します。
●日時／12月４日(土)午前10時～午後３時 ●場所／赤レ
ンガ蔵(大森）※入場無料 ●問合せ／照井さん 　26-3744
　
第９回 ＱＵＩＬＴ ＭＡＭＡ『パッチワークキルト展』
　インターナショナルキルトウィーク横浜で入賞した作
品などを展示します。キルト教室の生徒が作成した作品
のチャリティーバザーも行います。
●期間／12月10日（金）～13日（月）、午前10時～午後５時 
●場所／かまくら館　●入場料／無料　●問合せ／柴田
さん 　45-5951
　　
コミュニティハウスね・ま～れ『フリーマーケット』
　リサイクル用品や手芸品、菓子、着物、反物などを販
売します。〝コマの色付け無料体験〟も行います。
●日時／12月11日（土）午前10時～午後２時 ●場所・問合
せ／『ね・ま～れ』（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『オゾン層を守ろう』キャラバン研修会
　フロンガスはオゾン層破壊だけではなく、地球温暖化
へも影響があります。フロンガスについて学び私たちの
生活に与える影響を考えてみませんか。
●日時／12月11日(土)午後１時～  ●場所／県立近代美
術館  ●参加費／無料　●問合せ／環境あきた県民フォ
ーラム 　018-839-8309
　
市民公開講座『動物と楽しく暮らすために』
●日時／12月11日(土)午後１時～３時  ●場所／旭ふれ
あい館 ●講演／動物の皮膚病について ●講師／東京大
学大学院・辻本元教授 ●参加費／無料 ●問合せ／むら
おか動物クリニック 　36-1331
　

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せ
ください。ただし、１月１日号は12月10日、１月15日号は12月24日と
なりますので、あらかじめご了承ください。

献血日程
種類月日・地域

12月６日(月)
横　手
　

12月12日(日)
横　手

12月14日(火)
横　手

12月16日(木)
大　森

12月21日(火)
平　鹿

実施時間
10：00～10：45
11：15～12：00
13：00～14：30
15：00～16：00

10：00～16：00

10：00～11：30

10：00～11：40
12：00～12：45
14：00～14：45
15：15～16：15
10：00～12：00
13：00～16：00

実　施　場　所
伊藤建設工業㈱
JA秋田ふるさと横手総合支店
バザール横手店
㈱大和組

横手サティ
（ふれあい献血キャンペーン）

住友生命保険秋田支社県南分館

横手市役所　大森庁舎
㈱ヌイテックコーポレーション秋田工場
JA秋田ふるさと営農経済部（旧八沢木支所）
大森町高齢者等保健福祉センター

横手市役所　平鹿庁舎

全血

成分

雄物川郷土資料館第３回特別展
『刀剣と鐔 ～刃文の美と金工技術～』
　武器として発達してきた一
方で、その外面的な美しさに
美術品としての性格も兼ね備
えている日本刀。
　特別展では、市指定文化財
小野寺氏由来の刀剣や戸村十
太夫所用の刀剣、金工技術の
粋を凝らした鐔など、28点を
展示しています。この機会に
日本刀の魅力をじっくりご堪
能ください。
◆期　間／11月20日（土）～１月16日（日）９：00～17：00
◆休館日／毎週月曜日、12月24日、年末年始、１月11日
◆入場料／一般100円、高校生・大学生50円、中学生以下無料
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館   22-2793

つ ば
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あ
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら

れ
た
２
人
の
小
さ

な
女
の
子
に
出
合
っ
た
。
開
会
式
直

前
、
私
は
会
場
を
走
り
回
る
そ
の
子

た
ち
に
「
シ
〜
〜
！
」
と
さ
さ
や
い

た
。
す
る
と
、
静
か
に
な
っ
た
も
の

の
、
突
然
妹
の
方
が
洋
服
の
袖
で
床

を
拭
き
始
め
た
。
初
め
は
意
味
不
明

だ
っ
た
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
恥
ず

か
し
そ
う
に
「
私
の
マ
ネ
を
し
た
ん

だ
な
…
」
と
一
言
。
納
得
！
私
の
祖

母
も
そ
の
掛
け
声
が
な
い
と
、
掃
除

や
食
器
洗
い
が
進
ま
な
い
ら
し
い
。

　
師
走
を
迎
え
、
大
掃
除
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
来
た
。
「
シ
〜
〜
！
」
で

１
年
の
汚
れ
を
落
と
そ
う
。（
倫
啓
）

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
応
募

方
法
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
早
い
も
の
で
、
我
が
家
の
一
人

息
子
も
来
年
小
学
校
に
入
学
予
定

で
、
心
が
躍
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
先
日
、
横
手
南
小
の
就
学
健

診
に
親
子
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
、
児
童
一
人
ひ
と
り

に
６
年
生
が
お
世
話
係
に
つ
い
て

く
れ
た
こ
と
で
す
。
待
ち
時
間
に

絵
本
を
読
ん
で
く
れ
た
り
、
手
を

つ
な
い
で
付
き
添
い
を
し
て
く
れ

た
り
と
、
か
い
が
い
し
く
面
倒
を

み
て
も
ら
い
感
激
し
ま
し
た
。
当

日
ま
で
不
安
の
せ
い
か
「
小
学
校

に
行
き
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
息
子
が
「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
優
し

く
て
楽
し
か
っ
た
。
早
く
小
学
校

に
行
き
た
い
！
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
す
。
横
手
南
小
の
み
な
さ

ん
の
お
心
遣
い
に
感
謝
で
す
。

（
こ
ま
ち
マ
マ
さ
ん
・
44
歳
・
横
手
）

　
最
近
、
あ
る
本
（
小
冊
子
）
を

見
て
い
た
ら
、
秋
田
県
人
は
「
ブ

ド
ウ
に
お
金
を
か
け
る
県
民
」
な

ん
だ
と
か
…
。
そ
う
言
わ
れ
て
み

れ
ば
、
私
も
子
ど
も
も
、
ゼ
リ
ー

や
ジ
ュ
ー
ス
類
な
ど
を
含
め
て
ブ

ド
ウ
味
が
大
好
き
!!
き
っ
と
、
秋

田
の
ブ
ド
ウ
が
お
い
し
い
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

（
り
ん
り
ん
さ
ん
・
34
歳
・
横
手
）

　
去
年
ま
で
は
、
皮
を
む
い
て
冷

凍
保
存
し
て
い
た『
い
も
の
こ
』。

今
年
は
、
友
人
に
「
土
が
つ
い
た

ま
ま
涼
し
い
と
こ
ろ
に
広
げ
て
置

く
と
良
い
」
と
教
わ
り
、
そ
の
言

葉
ど
お
り
に
し
て
い
ま
す
。
私
が

作
る
『
い
も
の
こ
汁
』
は
、
マ
イ

タ
ケ
入
り
で
み
そ
味
で
す
。
農
家

の
方
々
に
感
謝
し
て
食
べ
て
ま
す
。

（
ま
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
44
歳
・
十
文
字
）

　
紅
葉
が
里
山
ま
で
下
り
て
き
ま

し
た
。
今
日
の
夕
方
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
は
『
み
ず
ほ
の
里
ロ

ー
ド
』
。
横
手
城
か
ら
明
永
沼
に

向
か
っ
て
い
く
と
、
き
れ
い
に
色

づ
い
て
き
た
景
色
に
、
思
わ
ず
足

も
表
情
も
緩
ん
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
今
日
は
西
の
空
が
茜
色
の
夕

焼
け
。
沼
の
水
面
に
美
し
く
映
っ

て
い
ま
す
。
い
い
街
横
手
、
明
日

も
元
気
で
い
ら
れ
そ
う
だ
。

（
ト
ン
ビ
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
さ
ん
・
67
歳
・
横
手
）

　
横
手
駅
前
に
建
設
中
の
公
共
施

設
の
名
前
が
『 

Ｙ
ぷ
ら
ざ（
わ
い

わ
い
ぷ
ら
ざ
）
』
に
な
っ
た
こ
と

を
市
報
で
目
に
し
ま
し
た
。
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
新
し
く
な
り
、
駅

前
周
辺
も
ず
い
ぶ
ん
ス
テ
キ
な
場

所
に
な
り
ま
し
た
ね
！
私
の
父
は

千
葉
県
で
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
バ
ス
も
が
ん
ば

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
６
月
に

長
男
が
生
ま
れ
、
正
月
に
帰
省
し

て
く
る
父
も
再
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
健
太
郎
さ
ん
・
26
歳
・
雄
物
川
）

　
今
年
は
猛
暑
の
せ
い
か
、
リ
ン

ゴ
の
色
づ
き
が
悪
く
、
一
年
間
せ

っ
か
く
手
間
を
か
け
て
き
た
の
に
、

本
当
に
残
念
で
す
。
来
年
は
良
く

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

（
石
川
ア
ツ
子
さ
ん
・
71
歳
・
増
田
）

　
昨
年
古
希
の
同
期
会
を
し
た
私

た
ち
で
し
た
が
、
今
年
も
通
知
を

い
た
だ
き
同
期
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
市
内
の
中
学
校
を

同
じ
年
に
卒
業
し
た
み
な
さ
ん
。

く
じ
引
き
で
決
め
た
席
の
隣
は
名

前
も
知
ら
な
い
方
々
で
し
た
が
、

お
酒
も
入
り
お
互
い
気
兼
ね
な
く

お
話
し
で
き
ま
し
た
。
関
東
か
ら

い
ら
し
た
方
に
「
こ
ち
ら
に
来
た

と
き
の
お
土
産
は
何
を
買
っ
て
い

き
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

奥
様
に
「
浅
舞
の
味
噌
漬
け
だ
け

買
っ
て
き
て
」
と
言
わ
れ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
浅
舞
に
住
ん
で

い
る
私
は
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ

た
同
期
会
で
し
た
。

（
Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
・
69
歳
・
平
鹿
）

　
私
の
孫
は
１
歳
。
最
近
は
手
を

つ
な
い
で
歩
い
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
孫
を
連
れ
て
歩
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
声
を
か

け
て
も
ら
え
ま
す
。
あ
り
が
た
い

か
ぎ
り
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
・
66
歳
・
十
文
字
）

　
あ
の
暑
か
っ
た
日
は
ど
こ
へ
や

ら
。
今
年
も
早
朝
か
ら
美
し
い
声

で
白
鳥
さ
ん
た
ち
が
あ
い
さ
つ
に

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
寒
い
冬

は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
白
鳥
さ
ん
の
声
に
励
ま
さ
れ

て
「
よ
う
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
」
と

肝
に
銘
じ
た
私
で
す
。

（
遠
藤
さ
ん
・
66
歳
・
平
鹿
）

　
小
安
峡
の
帰
り
に
、
ま
ん
が
美

術
館
に
寄
っ
た
ら
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
『
年
に
一
度
の
増

田
の
蔵
の
公
開
日
』
と
係
の
人
に

聞
き
、
蔵
見
学
へ
と
く
ら
が
え
し

ま
し
た
。
見
物
案
内
に
従
っ
て
、

通
り
に
面
し
た
お
店
に
入
る
と
、

普
通
の
お
店
の
奥
に
立
派
な
蔵
が

あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
ど
の
蔵

も
太
い
梁
と
柱
、
漆
を
塗
っ
た
豪

華
な
蔵
も
あ
り
、
当
時
の
に
ぎ
わ

い
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
説
明
員
の
女
子
学
生
の
説
明

も
一
生
懸
命
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
サ
ン
キ
ュ
ー
！
道
端
で

お
ば
あ
さ
ん
が
作
っ
て
い
た
ワ
ラ

細
工
の
蓑
。
手
に
し
て
み
る
と
内

側
に
細
工
が
し
て
あ
り
、
水
が
着

物
に
染
み
な
い
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
蔵
と
同
様
、
感
動
で

す
。
長
生
き
し
て
ね
！

（
ル
ー
ト
66
さ
ん
・
52
歳
・
横
手
）

日本国秋田県横手市
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（10/16～11/15日到着分）
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ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

見見ドんれ

た
よ
り

美しい鳴声で冬の訪れを告げる白鳥

美しい鳴声で冬の訪れを告げる白鳥

読者の声

２

たくみ Vol.61

鈴木　浩さん（67歳・大雄）
すずき　ひろし
昭和18年、旧田根森村生まれ。地元の中学校を卒業
後、旧平鹿町の建具職人に弟子入り。５年間の修行
ののち、県内外で腕を磨き、昭和44年に独立。20年
ほど自営を続けていたが、その腕を見込んだ社長に
誘われ、平成元年に㈲小松木工入り。木製建具、特
に組子を任されている。平成21年度市優良技能者。

応
募
方
法
　
　
発
行
号「
12
月
１
日
号
」、
郵
便

　
　
　
　
　
　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
必
ず
「
た
よ
り
」
の
文
面
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は
　
12
月
25
日
（
消
印
有
効
）

樹
上
完
熟
・
果
汁
100
％

大
沢
葡
萄
ジ
ュ
ー
ス

木製建具工

　木製建具　　特に日本の伝統技術である『組子』
を取り入れた木製品の製作で、県内屈指の技術を誇
る小松木工にあって、組子を任されている職人がい
る。木の温もりを肌で感じ、建具として世に送り出
すことを喜びとするその職人が、今回の巧だ。
　組子とは、釘を使わずに木を組みあげる伝統的な
木工技術。細く挽き割った木に、溝や穴、ホゾなど
の加工を施して組み付けていく。デザインの基本は
菱組子（菱形）と格子組子（水平・垂直）の二つだ
が、数百通りある組み合わせによって建具に様々な
表情が生まれる。木を組む作業は0.1㍉単位の寸法
の違いやズレで組み付けができなくなるほどの繊細
な世界。今は、機械で部品となる地具が正確に切り
出せるが、面取りや長さの調節などには熟練の技術
と経験からくる巧の〝カン〟がモノをいう。
　まだ個人で営業していた時代から、組子には興味
はあり、障子や神棚などを手掛けてみたが、思いど
おりにならなかったという。小松木工に入社して、
少しずつ組子を任されるようになり、チームで一つ
の建具を作り上げていくうちに、組子の面白さを改
めて感じた。「一人では大したことはできない。そ
れぞれが自分の役割をきちんと果たすことができれ
ば、いい仕事になる」と穏やかな口調で語る。
　建具一筋に50年。組子を設計し全体を統べる立場
にあるが、組み付けに際しては「思いどおりの組子
になるか、まず自分で確かめないと気が済まない」
とこだわりを見せる。「全国的な展示会を見ると、
自分はまだまだ未熟」と笑うが、その言葉からは未
知の技法や細工に挑み続ける探求心と、伝統の技術
を後世に伝えようとする巧の思いが伝わってくる。

無限の広がりと繊細さを併せ持つ
伝統の技を探求し伝えたい

少しの狂いがゆがみを生む。それを
見極める目が職人には一番大事。

　
大
沢
地
区
産
の
完
熟

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
を
、
収

穫
後
す
ぐ
に
し
ぼ
っ
た

果
汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
が
、
今
年

も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
贈
答
用

に
も
大
人
気
の
大
沢
葡
萄
ジ
ュ
ー
ス

（
５
０
０
ml
）
と
ジ
ャ
ム
（
１
５
０

㌘
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て
10
名
様
に
。

今月の読者

プレゼント
今月の読者

プレゼント

くみ　こ

くぎ

ひ

す

ひし こう　し

【提供】 (社)横手市
観光協会  33-7111



　法 社協・横手福祉センター（四日町）　10：00～12：00／

　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター　33-8668

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 社協・横手福祉センター（四日町）

　心 十文字町幸福会館

第５回横手市民ステージ祭
　～５日、10：00～16：00、秋田ふるさと村ドーム劇場

第８回横手市増田民俗芸能フェスティバル
　13：00～16：30、横手市増田ふれあいプラザ

　急 市立横手病院（荻原医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124

　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　心 雄物川コミュニティセンター

　健康相談・栄養教室　10：00～11：00、大森健康温泉

　税 社協・横手福祉センター（四日町）

　心 増田地区多目的研修センター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

　行 心 社協・大雄福祉センター

　急 石田内科医院（横手）　33-1233

　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　心 大森コミュニティセンター

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 社協・横手福祉センター（四日町）

　心 増田地区多目的研修センター

　法 大森コミュニティセンター

　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274

　心 十文字町幸福会館

けやき並木のイルミネーション　～１月10日

第23回 槻の木光のファンタジー　～１月９日
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合

　急 市立横手病院（井田医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　法 増田地区多目的研修センター

　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-484820 月

18 土

19 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

2 木

1 水

5 日

3 金

4 土

【無料相談】  行 … 行政　　　税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
　　　　　　法 … 法律（要予約）　  　心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】　当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

12/1　2012/1　20

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

５日（日）「それいけ！アンパンマン 夢猫の国のニャニィ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【50分】
12日（日）「ロボッツ」 　　　　　　　　　　　　　【90分】
19日（日）「ドラえもん 新・のび太の宇宙開拓史」 【102分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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　大森地域の冬の風物詩
となった『けやき並木の
イルミネーション』。今
年は14本のけやきに約２
万個の光の花が咲き、幻
想的な空間を演出します。
　12月18日（土）の午後５
時から行われる点灯式で
は、豚汁やお汁粉、芝桜
うどん（各200食限定）な
どが振る舞われます。
◆時　間／17：00～23：00
　　　　　※12月24日と31日は24：00まで点灯
◆場　所／市役所大森庁舎前
◆問合せ／大森地域局産業建設課 　26-2116

 

　平鹿地域のシンボルで
ある槻の木（県指定天然
記念物樹齢500年以上）
に、約５千個の電球が灯
されます。
　今年度から琵琶沼周辺
をLEDでライトアップす
るほか、平鹿中の美術部
と平成高校が作成した壁
画風絵画や町内の小学生
が作成した絵灯篭を展示。

　12月13日（月）午後４時30分から、平鹿中でボ
ランティアによる電球の取り付けが行われます。
◆時　間／17：00～22：00
　　　　　※12月24日と31日は翌日２：00まで
◆場　所／浅舞感恩講保育園前
◆問合せ／槻の木光のファンタジー実行委員会
　　　　　（平鹿地域局産業建設課内）　24-1118

 

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

けやき並木の
イルミネーション
■12月18日（土）～１月10日（月）

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

第23回 槻の木
光のファンタジー
■12月18日（土）～１月９日（日）

日　時／12月18日（土）、17：00～
場　所／平鹿地域局庁舎前駐車場
内　容／屋台、平鹿中吹奏楽部によるハンドベル、
　　　　平鹿地域の５保育所（園）年長組による歌、
　　　　打ち上げ花火、お菓子のプレゼント
※終了後、槻の木の下に請願成就を祈願奉納する
　絵馬を設置します。（正月までの期間限定）

槻の木光のファンタジー 点灯式
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 　　おものがわイルミネーション点灯式
日　時／12月４日（土）16：30～
場　所／雄物川中央公園
内　容／豚汁・つきたて餅（先着400人）、お菓子の詰め
　　　　合わせプレゼント（子ども先着200人）など
問合せ／雄物川地域局地域振興課　22-2111

【点灯期間】
　12月４日（土）～１月10日（月）、16：00～23：00
　※12/24,25と12/31は翌日２：00まで点灯します

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

第12回Ｗリーグ in Yokote-Masuda大会（女子バスケ）
日時／12月11日（土）13：00～、開場は８：30で入場料あり
場所・問合せ／増田体育館　45-3660


